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はじめに

　心不全は心臓を含めた全身の臓器障害を引き起こす症
候群であり，根治的治療が困難となる慢性疾患である。
このためわれわれは，心不全治療を考えるうえで心臓と
いう臓器疾患への介入に焦点を置く“医療モデル”だけ
ではなく症状緩和による生活の質の向上を意識しなが
ら，個々の生活環境にあった“生活モデル”への転換が
重要となっている。このような観点から，心不全患者を
生活の場で診ていく在宅医療は，個々の生活の質や心不
全の増悪因子を捉え，早期の治療介入により増悪を抑え
ることができる。本稿では，心不全の在宅医療における

体液管理の実際について報告する。

心不全在宅医療の役割

　在宅医療は，地域の多施設にまたがる医療，介護，保
健，福祉などの多職種チームにより，個々の生活の質の
向上をめざした医療である。それぞれの所属機関や職種
による縦割りの強いサービスの提供から，境界の少ない
包括的サービスの提供が求められる。在宅医療の継続に
は，生活歴，家族，経済的問題，意思決定支援など個別
性に沿った支援が重要といえる。心不全の在宅医療の役
割は，“１．長期入院から早い段階での在宅管理への移
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Summary
急増している心不全をいかに管理するかは，これからの循環器医療だけでなく社会全体の問題となる。すでに確立された心不全

医療では生活の質を保つことが困難な症例が多くなり，生活をみる在宅医療が必要となる。心不全の在宅医療において体液管理

は重要であり，限られた非侵襲的検査のなかでいかに適切な体液指標をとり，利尿薬を含めた薬物療法，非薬物療法の介入を行

うかがポイントとなる。
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